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新潟県は学童の平均身長が全国で最も高い県の　－つである．本研究の目的は，学童の身長に

影響を与える要因を明らかにし，新潟県の学童の身長が高い理由を解明することである∴記述

疫学研究のデザインを用いて，1）学竜の身長の都道府県別地域差，2）新潟県と全国の平均身

長の推移の比較，3）身長の地域差を規定する食卓要因，について分析した．各都道府県の平均

身長，新潟県および全回の年度別平均身長のデータは学校保健統計より得た．各都道府県の食

品の消費金額（消費量の指標）は1999年度消費実態調査より得た．結果として，以下の3点が
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明らかになった．1）北日本とりわけ東北地方（日本海側）と北陸地方の県の学量の身長が高

い，2）新潟県の学童の身長の伸びは1960年代に著しく，1961年前後に最人であった．3）魚介

類の消費と学童の身長に高い地域相関がみられた・新潟県の学童の身長が高い理由は，これら

の要因と関連すると考えられる．

キーワード：学童，記述疫学，身長，地域差，新潟

は　じめに

2002年2月16日の朝R新聞に，・新潟の人は

なぜ背が高い」という記事が掲載された1）．その

記事によると，2002年度の新潟県の17歳男子の

平均身長が全国1位であったという．身長は，学

童の成長を反映する一つの指標であり，新潟県の

学童の身長が高い要因を検討することは学校保健

の視点から有意義であると考えられる・

新潟県の学竜の身長が高い増山はいくつか考え

られる．全凶的には，北日本で身長が高く，南日

本で身長が低い傾向にある2）．この傾向は，同種

の丼物では寒い地域のものほど体温の蒸散を防ぐ

ため大型になるというベルグマンの法則に矛盾し

ない．新潟県は北日本に位置し，冬の積雪量が多

い寒冷地であるため，気候が学童の身長に関連し

ている可能性がある．また，栄養摂取量やその他

の未知の要因が関連しているかもしれない・しか

し′よがら，この間題の解明を試みた研究はない．

本研究の目的は，記述疫学研究のデザインを川

いて，学童の身長に影響を与える要因を明らかに

することである・それにより，新潟県の学童の身

長が高い理由の解明の糸田が得られると期待され

る．

方　　　法

本研究は，記述疫学研究のデザインを用いた・

すなわち，1）学竜の平均身長の都道府県別地域

差（地域相関分析），2）新潟県と全国の平均身長

の推移の比較（時系列分析），3）身長の地域差を

規定する食事要因（地域相関分析），についての

記述を行い，学童の身長を規定する要因の探索を

試みた．各都道府県の平均身長，新潟県および全

国の年度別平均身長のデータは学校保健統計より

得た．学校保健統計は確率比例抽出法による抽出

調査統計である・身長の地域相関分析においては，

14歳児（中学3年生）のデータを用いた．中学3

年生が高校へ進学する際に学区制を導入しない自

治体が少なからずみられ，高校生の身長データは

必ずしも地域を代表しない可能性がある・そこで

本研究では，中学3年年の身長データを用いて地

域相関分析を行った・各都道府県における食品の

消費量に関する正確なデータは現在ない・しかし

ながら，各都道府県の食品の消費金額が食品の消

費量のよい指標となるため，食品の消費金額を食

品の消費量の代用として地域相関分析に用いた．

各都道府県の食品消費－金領は1999年度消費実態

調査（■∇－目編）より得た・

結　　　果

学童の身長の都道府県別地域差

2003年における14歳児の平均身長の都道府県

別分布を図1に示した．男女とも北日本（特に東

北の日本海側および北陣）で身長が高い傾向にあ

り，巾凶十九州地方で身長が低い傾向にあった・

男子では平均身長が最高の秋田県と最低の宮崎県

とのあいだに3・1cmの差があり，女子では最高の

石川県と最低の沖縄県との間に2・3cmの差があ

った・

1964年度の14歳児童の県別平均身長を図2に

示した・平均身長の地域分布は2003年のものと

は異なっていた・関西地方と首都圏で身長が高い

傾向にあり，地方に行くほど身長が低い傾向にあ

った．特に男子においては，上位4都府県（京都，

東泉大阪，神奈川）の平均身長が，5位の富山県

の平均身長と約1cmの差があった．
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図12003年（平成15年）における．各都道府県の14歳児の平均身長の分布．男女とも北日

本（特に東北の日本海側および北陸）で身長が高い傾向にある・

新潟県と全国の平均身長の推移の比較

新潟県および全国の平均身長の1964年（昭和

39年）から2004年（平成16年）までの推移を

図3に示した∴新潟県の児童の、ド均身長は，男女

とも1960年代後半（昭和40年代前半）までは全

国平均を卜l叫っていた．それ以後は全国平均を上

回っている．男子においては，1994年（平成6年）

に新潟県と全国平均値との身長差が最大（1・3cm）

となり，それ以後は身長差が縮まってきている．

新潟県の身長の伸びが最も急激であった1960

年（昭和35年）から1968年（昭和43年）の期

間内で（図3），新潟県の同一年齢集団の，各年に

おける1年間の身長の伸びを表1に示した・男子

において，年間の身長の伸びの最も著しかった年

は，10歳児が1964年，11歳児が1966年，12から

16歳児が1961年であった．女了▲においては，8お

よび9歳児は1962年，10歳児は1968年，11歳児

は1961年と1967年，12から14歳児は1961年，

15，16歳児は1962年の年間の身長の伸びが最も

著しかった・このような傾向は身長の全l玉1平均値

では明らかではなかった．

身長の地域差を規定する食事要因

身長の地域差を規定するものとして食事に関連

した要因が考えられる・特定の食品の摂取量と身

長の関連を見出すため，各都道府県の別の食l冒－の

消費量（消費金額で代用）と平均身長の地域相関

分析を行った・摂椒量が身長に関連すると予想さ

れる牛乳，乳製品，肉，魚介類，納豆十米につき，

平成11午（1999年）の都道府県別の14歳児の
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図21964年（昭利39年）における，各都道府県の14歳児の平均身長の分布．関西地方と首

都圏で身長が高い傾向にある．

平均身長と食品消費金額（1世帯1ケ月あたりの

金額）の相関係数を算出した（表2）－魚介類の消

費金額と身長とに最も強い相関がみられた．魚介

類の消費金額と14歳男子の平均身長の都道府県

相関を図4に示した－牛乳，乳製品，納豆および

米の消費金額と身長との相関は有意であるが小さ

かった．肉の消費金額と身長には相関がみられな

かった．

考　　　察

学童の身長の都道府県別地域差

14歳児平均身長の都道府県分布が1964年（昭

和39年）と2003年（平成15年）で異なるのは

興味深い．1964年の身長の分布は，都市部で高く

農村部で低い傾向にあった・第2次世界大戦後日

本人の体位は著しく向上し，各地で学童の身長に

関する研究が盛んに行われた・当時の文献による

と，都市部の子供の身長が農村部の子供よりも高

いという報告：う），サラリーマン家庭の子供の身長

が農家の子供よりも身長が高いという報告4），あ

るいは，家庭の経済状況が良好なほど身長が高い5），

といった報告がみられる・これらの報告を考慮す

ると，1964年当時，都市部の多い都道府県で身長

が高く農村部の多い都道府県で低いという身長の

地域分布は，都市部と農村部の経済状況の遠いを

反映した栄養摂取状況の格差により説明され得る・

近年，地域の栄養状態の格差は非常に小さくな
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図3　新潟県と全国の14歳児の平均身長の年次推移．

男女とも1960年代に身長の伸びが最も急激で

あった．

っているため，身長の地域差は栄養摂取量（主に

エネルギーおよび蛋L′1質摂取量）の差で説明でき

ないと考えられる・2003年の身長の地域分布は，

北日本で高い傾向にあった．これは前述のベルグ

マンの法則により説明できるかもしれない．また，

北日本と南日本の住民の生活習慣や遺伝的な差異

が関連しているかもしれない．また，女性の身長

の都道府県分布をみると，北陸地方と東北地方の

日本海側の身長が高いと判断することもできる．

北部の日本海沿岸の地域に共通した文化または環

境要凶が関連している可能性がある・新潟県の学

毒の身長が高い理由は，以上のようなことから説

明可能である・地域相関研究のデザインを用いた

本研究により仮説を提案することは可能である

が，証明することはできない．

新潟県と全国の平均身長の推移の比較

新潟県の学童の身長の伸びは，男女とも1960

年代に大きかった・これは，前章で述べたように，

県民の栄養摂取状況の改善が寄与しているものと

考えられる．しかしながら，1970年以降も身長の

伸びが続き，平均身長が全国平均を上回った理由

は不明である．単年でみると，1961年（またはそ

の前後）に際立って身長の伸びが大きかった．本

研究に用いたデータは抽出データであるため，偶

然，その年に身長の伸びの大きかった学校を抽出

した（抽出によるバイアス）可能性がある・本研

究では示すことができなかったが，他県，特に北

日本の日本海側の県においても1961年に特別な

身長増加が観察できるかどうかを確認すれば，抽

出のバイアスによるものかどうかが判断できる．

また，1961年に何らかの要因の暴露があった可能

性も否定できない．この年を含め，1960年代より

栄養要因以外のなんらかの要因が作用し新潟県の

学童の身長が全国平均を上回る速度で伸びたとい

える．

身長の地域差を規定する食事要因

都道府県別の地域相関分析では，近年の魚介渠

の消費量と学童の身長とに最も高い相関がみられ
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表1新潟県の学童の1年間の身長の伸び（年・年齢別）

男子　　8歳

1960年

1961年

1962年

1963年

1964年

1965年

1966年

1967年

1968年

女子　　8歳

1960年　　5．8

1961年　　5．4

1962年　　6．2

1963年　　5．7

1964年　　5．8

1965年　　5．7

9歳　　10歳　11歳　12歳 13歳　14歳

6・9　　　　6．6

7・7　　　　7．4

15歳　16歳

3．1　　1・8

3．2　　　　2．3

2・5　　　1．5

3．1　　　1．5

2．5　　　　0．8

2．8　　　1・5

2・7　　　1．5

2・1

2，2

15歳

0・8

．〇
〇
歳
・

7

1
L
6
0

1

6．5　　　6．7

6．4　　　　7．6

6，6　　　　7．1

6・5　　　　7．5

7・0　　　　7．3

6．2　　　　7．3

7．1　　　7．4

7．0　　　　7．2

6・7　　　　7・0

11歳　12歳

6．5　　　　4・2

6・8　　　　5．0

6．7　　　　4．1

6．2　　　　4．4

6．3　　　　4・5

6．5　　　　4．4

6・4　　　　4・5

6．8　　　　4・4

6．4　　　　3．7

5．4

5．2

5．5

4．9

5・8

5．3

5．3

5．5

2
歳
．

7
．

1

説
0
6
6

1

】
－
歳
．

〇
．
7

9
浣
U
5

6・9

7・4

7．1

6・8

7．1

8
　
　
3
　
　
6
　
　
7

5
　
　
6
　
　
5
　
　
5

36

7．2　　　　5．1

6．5　　　　4・7

13歳　14歳

2．6 12

l
　
　
1
　
　
3
　
　
4

7
　
　
6
　
　
6
　
　
6

86

6．0

6．4

6・8

1966年　　5．4　　　6．0　　　6．5

1967年　　5．9　　　6．5　　　6．7

1968年　　5・9　　　6．3　　　6・9

3．7　　　　2．7

2・6　　　　2・5

2・7　　　　2・4

2．7　　　　2・3

3．0

2．8

2．4

2．0

91

0
　
　
5
　
　
6

2

　

1

　

1

1．1　　　0．7

1．5　　　1・2

0．1　　　≠0．2

0．2　　　　0．1

0・5　　　　0．4

1．1　　　0・8

0．4　　　　0．2

0．6　　　　0．3

（単位：Cm／年）

た・肉の消費量と身長に関連がみられなかったこ

とから，魚介類の消費量と身長の高trl相関はタン

パク質の摂取量を介するものとは考えにくい．ま

た，一般に魚介類の消費量はカルシウム摂取量を

反映するとはtlえず，魚介類の消費量と身長の高

い相関はカルシウム摂取量を介するものとも言い

難い・魚類に豊富で，骨代謝と関連が深い栄養素

としてはビタミンDがあり（う′），魚介類の消費量と

身長の高い相関はビタミンDの摂取量を介して

いる可能性はある・それ以外にも，魚介類中の何

らかの化学物質が学童の発育に関与しているかも

しれない．

牛乳の都道府県別消費金額について，1位の県

と最下位の県の差は2倍ほどあったにもかかわら

ず，牛乳および乳製品の消費量と身長との相関が

低かったことは♪想外である・その理由として，

成長期の子供は学校給食で牛乳を飲むので，了－供

の乳製品の摂覇量には大きな差がないためと考え

られる．

この相関分析の限界は，食品の消費金額を指標

としたため，子供の食IVI摂取量を正確に反映して

いないことである．また当然ながら，個人の食品

の消費量を把握していない・これらの間越点は相

関分析の結果を評価する上で誤差となり得る・
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表21999年（平成11年）における47都道府県の食品消賃金額（1世帯1ケ月あた

りの金額）と平均身長との相関

男子

食品　　　　Peamn相関係数　Spem弧相関係数　Pearson相関係数　Spean¶闇北柏関係数

牛乳　　　　　0．315＊

乳製品　　　　0．453＊

肉　　　　　　－0．14l

魚介類　　　　0．722＊

納豆　　　　　0．537＊

米　　　　　　0．354＊

0．395＊

0・504＊

ー0・216

0．654＊

0．544＊

0．278

0・431＊

0．404＊

0．153

0．716＊

0・337＊

0．3る＄＊

0・471＊

0・430＊

0．094

0．642＊

0．335＊

0．227

＊P＜0．05
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都道府県別魚介類消費金額く円／世乳／月）
14000

図41999年（平成11年）における都道府県別の魚介類

消費金鶴と14歳男J′－の平均身長との相関・Pearson

の相関係数は0・722（P＜0－05），Spearmanの相関係

数は0・654（Pく0．05）であつた．



336　　　　　　　　　　　新潟医学会雑誌　第120巻　第6号　平成18年（2006）6月

おわ　り　に

本研究は，記述疫学研究のデザインを用いて，

学童の身長に影響を与▲える要因を検討し，以下の

所見を得た・1）北日本とりわけ東北地方（日本

海側）と北陸地方の県の学童の身長が高い・2）

新潟県の学童の身長の伸びは1960年代に著しく，

1961年前後に最大であった．3）魚介類の摂取と

学童の身長に高い地域相関がみられた．新潟県の

学貴の身長が高い理由は，これらの事実と関連す

ると考えられる．以上の所見を基にさらに様々な

仮説が立てられ，仮説検証を目的とした分析疫学

的研究へと発展させることが－可能となった・

近年，新潟県の学童の身長の伸びは頭打ちにな

りつつあり，平均身長も全国平均に近づいている．

この平均への回帰の理山も不明であり，研究の余

地が残されている．
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